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口比の工芸蝙 冬冬べ

フィリピンの農村と宮津市に伝わる工芸晶

をテーマにした展示会「ふたつの村の布 マ
リナオのアバカと上世屋の藤織りJが 26日ま
で、長岡京市の錦水亭竹生園で開かれている。

バッグや帯などのほか、それぞれの手仕事が

生まれた自然、製作の工程を写真や映像で紹
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【宮川佐知子】

植物「アバカ」の繊維を使 つた工芸品を製

作 するフ ィ :」 ピン・マ !Jナオ本寸の女 '庄 (特

定 NPO法 人「フ エア・プラス J提供 )

介する。

71∵
ラ
ス
六
京
都
市
下
京
区
）
。

事
務
局
長
の
河
西
実
さ
ん

（６９
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は
２
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０
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年
ま
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総
合
商
社
に
勤
務
し
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
の
空
港
建

設
な
ど
に
携
わ
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退

職
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
農

村
地
域
の
収
入
向
上
に
役

立
ち
た
い
と
思
い
、
１２
年
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中
部
パ
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イ
島
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山
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マ
リ
ナ
オ
村
で
は
女

性
の
間
で
、
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の
繊
維
を
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っ
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手
編
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の
技
法
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継
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副
業
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河
西
さ
ん
は
こ
れ
ら
工
芸

品
が
日
本
で
も
人
気
が
出

る
と
直
感
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、
新
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に
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開
発
を
手
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と
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に
日
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け
て
き
た
。

展
示
会
で
は
、
宮
津
市

上
世
屋
地
区
の
「藤
織
り
」

も
紹
介
す
る
。
フ
ジ
の
つ

る
か
ら
取

っ
た
繊
維
で
作

る
織
物
で
マ
リ
ナ
オ
村
と

技
法
は
異
な
る
が
、
若
者

の
離
村
に
伴
う
担
い
手
不

足
な
ど
共
通
す
る
課
題
も

あ
る
。
河
西
さ
ん
は

「地

域
の
特
性
を
反
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